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論文内容の要 1::0 日
osone は Fischer によってはじめて調製された糖の酸化成績体の一つで、あり、 2-ketoaldose の構
造をもっと考えられている。
osone に関する生化学的な研究は、そのほとんどが D- glucosone についてなされたものであり、糖
の代謝中間体としての見地から検討されたのをはじめ、動物に対する毒性、あるいは酵素活性におよ
ぼす影響など、かなり広い分野から行なわれてきた。しかし、五炭糖の osone についてはほとんど研
究されていなかった。
上原らは、 D-arabino sone が dicarbonyl 化合物であり、しかも生
体内で重要な役割を演じている D-ribose に類似した構造をもつこと
に着目し、このものの酵素化学的な研究に着手した。この間、パン酵
母抽出液による D-glucose の嫌気的発酵に対して、 D- glucosone は
阻害作用を示すが、 D-arabinosone は促進作用を示すことを認めた。
さらに、パン酵母中には D-arabinosone を D- ribose , D-xylose , 
むよび D- ribulose に還元する反応を触媒する二種類の酵素が存在す
ることを明らかにしてきた。
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最近、 Szent-Gyðrgyi らは osone の同族体とみなされる methy 19lyoxal など二、三の 2-ketoaldeｭ
hyde 化合物が Escheri chia co l i (E. co l i) の増殖を租害することを認めた。 また彼らは組織
中に 2- ketoaldehyde 化合物が高濃度に存在することを認め、 2-ketoaldehyde 化合物は生体における
細胞分裂の制御物質であろうと推定している。
このように、 D-arabinosone は糖の代謝中間体となりうるきわめて興味深い化合物であるが、 同
時にその構造から考え、何らかの生理作用を有するのではないかと予想される。また何らかの生理作
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用内忍められた場合、その作用を他の osone の作用と比較検討することも興味ある点である。著者は
このような観点から D- arabinosone に関する生化学的研究に着手し、 若干の興味ある知見を得た。
本論
第 1 章 D-Arabinosone と肝臓成分との反応
D -arabinosone は緩和な条件下で空気中の酸素によって酸化される。ここにラットまたはブタの肝
臓ホモジネートを添加すると著しく酸素消費の速度が増加した。この現象がどのような反応によるの
かを知る目的で検討を進めたところ、肝臓中には D-arabinosone と反応する二つの異なった物質が
存在することを見いだした。
一方は肝臓よりエタノールで抽出され、 D-arabinosone に添加すると酸素消費の速度が増加した。
このものをブタの肝臓より抽出し、アセトン沈殿、エタノール沈殿、ケイ酸カラムクロマトグラフイ
ーで精製した結果、このものが phosphatidylethanolamine であることを確認した。 D-arabinosone 
に phospha tidy 1 ethano lamine を添加した場合に酸素消費の速度が増加するのは、 D-arabinosone が
phosphatidylethanolamine の自動酸化を促進するためであることが明らかになった。 D-xylosone や
D-glucosone などの osone も phosphatidylethanolamine の自動酸化を促進した。
他方は D-arabinosone の自動酸化を抑制する作用を示した。このものをブタの肝臓をエタノール
で抽出した残溢から O.lM リン酸ニナトリウムで抽出し、硫安分画、アセトン分画、酸処理、 DEA
E ーセルロースカラムクロマトグラフィー、 CM-セルロースカラムクロマトグラフィ一、 Sephadex
G-75 カラムクロマトグラフィーで精製を試みた。肝臓中には D-arabinosone の自動酸化を抑制す
る物質は少なくとも二種存在すると考えられるが、このようにして調製した標品の_^.Aつはディスク電
気泳動でほとんど単一の泳動像を示し、均ーもしくはそれに近いものであると考えられる。このもの
を仮に“antioxidant II" と名づけた。 antioxidant II は、硫安で塩析されること、水溶性であり、エ
タノール、アセトンには不溶性であること、非透析性であり、 Sephadex G-75 カラムクロマトグラ
フィーで低分子性の物質と分離されること、種々のタンパク質の呈色反応が陽性であること、 280mμ
に吸収極大をもつこと、酸、アルカリ、および、熱に対して不安定で、あることなど、多くの点でタンパ
ク質の性質を示すものであった。ゲルI戸過法で測定した分子量は27， 000-29， 000であった。
D-arabinosone の自動酸化は一般のタンパク質によっては抑制されないので、 antioxidant II の作
用はきわめて特異的であると考えられる。また antioxidant II は D-arabinosone のほか、 L-arabi-
nosone , D-xylosone , D-glucosone などの osone や L-ascorbic acid の自動酸化をも抑制し、
生理学的にも興味深い特殊なタンパク質であると思われる。
第 2 章 D-Arabinosone の E. col i 増殖阻害作用
D-arabinosone は E.coli の増殖を阻害した。 D-glucosone ， D-xylosone , L-arabinosone む
よび triosöne などの osone も E. col i の増殖を阻害したが、これらの osone の増殖阻害作用はそれ
ぞれの osone によって異なった。 D-glucosone は静菌的と思われる増殖阻害作用を示したが、その
作用は弱く、 D-glucosone 自身、栄養源となる可能性もみられた。 triosone の増殖阻害作用は殺菌
的であった。 D-arabino sone や D-xylosone などの五炭糖の osone は静菌的な増殖阻害作用を示し
-266-
た。しかし D-arabinosone による増殖阻害は D-ribose によって著明に回復したのに反し、 D-xy­
losone と L-arabinosone による増殖阻害はSH化合物によって著明に回復したことから、 D-arab­
inosone の増殖阻害機構は同じ五炭糖の osone である D-xylosone や L-arabino sone の増殖阻害機
構とも異なっていると推察される。このことは osone の E. col i 増殖阻害作用には単に osone の 2-
ketoaldehyde 基が関与しているのではなく、 osone分子全体の構造が重要であることを示唆しており、
興味がある。
D-arabino sone は休止型の菌に作用し、 D-glucose を炭素源とした培地におけるE.coliの増殖を
阻害した。この増殖阻害は D-ribose によって回復し、 D-ribose を炭素源とした培地における E.
col i の増殖は D-arabinosone によってほとんど阻害されなかった。 D-arabinosone は菌体による D
-glucose の酸化および利用を阻害したが、 D- ribose の酸化および利用は阻害しなかった。また無細
胞抽出液による D-glucose の酸化を阻害しなかった。これらの結果から、 D-arabinosone は菌体内
への D-ribose のとり込みを阻害しないが、 D-glucose のとり込みを阻害することにより E. col i 
の呼吸、ひいては増殖を阻害するものと推察される。
総括
ブタの肝臓を用いて研究した結果、 D-arabinosone が肝臓成分の一つで、ある phosphatidy lethanolｭ
amine の自動酸化を促進すること、および肝臓中には D-ar abino sone の自動酸化を抑制するタンパ
ク質様の物質が存在することを明らかにした。また、 D-arabino sone は静菌的な E. col i 増殖阻害作
用を示すことを認めた。この増殖阻害の機構は、 D- glucosone , D-xylosone , L-arabinosone お
よび triosone などの osone の増殖阻害機構とは異なっていると考えられる。 D-arabinosone は菌体
内への栄養源のとり込みを選択的に阻害すると推察される。
論文の審査結果の要旨
論文の主点を下に述べる。
ブタの肝臓を用いて研究した結果、 D- arabinosone が肝臓成分の一つである phosphatidylethanol­
amine の自動酸化を促進すること、むよび肝臓中には D-arabino sone の自動酸化を抑制するたん臼
質様の物質が存在することを明らかにした。また D-arabino sone は静菌的な E. col i 増殖阻害作
用を示すことを認め、さらにこの増殖阻害の機構は D-glucosone ， D-xylosone , L-arabinosone 
および triosone などの osone の増殖阻害機構とは異なっていると考えた。 D-arabino sone は菌体内
への栄養源のとり込みを選択的に阻害すると推察した。
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